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　　　C－23 顔面あぶび題の削%■的旧^ t衿£とのm床-フりT の石高{% 4楓）

　　　　　　ﾉわら・女人各玖・左月　栃潭i みえ　o天野到采か藤よし巳

　目的　女ｊの顔面いび｀頌の形結､的因了七被服構頑＝おける衿哩との関淳左明らむヽ

tこ蒲釘こわに、顔S)為ふびヽ傾の長気幅法のけ測値&統巾㈲犬理レ栂嘩偏真左ﾉJﾐj

いて類引岫試みをに縦倍しrこヵヽ≒ハ引搾副

し、いづれ外今顛μ､としてよバ§であ乃pヽを検討し1' - I f涛面と聊左／今類句に坦み冷

わし疋仇らと峯れ豺丿衿<■■ﾘヽi mm啄は宍･てつ^6凄i 焼みけ、

　＼う　短期人n亙/わj>i板験為Iして士大の顔面写Aをトレレクしヽにパづ浪

写レ子摩被旅放師リ o'顔の鯛ひ的座類附加の官｡軋貧f､いータB おiに各か回

行びりこ。片の程果と既板の冷喬丿八齢こ絞首卵こめにび検定いドん山i re瀬と

傾の桔みハ占がりる々類口仇み釘油に顔と傾の長径と幅径の添比をまめ丙丿閲の

相聞昭係を検討しに次に冷類さ幻明イビ月丿卜とザ、配姜のふ顛玄の才のぶ

け賢額の/分頬かへ£目乱糖類とを租み冷わせて如制れしこレシンダA' -

パづ冰写して衿ぐ巳飼い組みハふも丿向妙バ彬いかにて抑£検査齢ヤんに

　山

危険帽心湧軋iが詔めらみよ。しし検4名間/', t (併在名閲々に加リゆ

ゐμ寒が沁つリ僕めら鮒リトてへ顔mの冷組叫勧名の士が£いて肩りヽ○

乞卜い'Mと即力知毛レ噛法め参応丙名皆四面闇闇牡は私Jりらいμヽり: . り/あ

II と頭け組み浙お幻消類レフ目乙衿ぐり># どの血かに閲才刻t能検査い沁

バボ果、痢免を次力段緊ヘヒ発A バゐた力力基礎資暫回わこリブ打こ・

　　　C－24 被艮設計図の考祭（第･ﾀ報）

　　　　　　岡ム就実短大哀政　藤漕芙技蚕

　目的　ま一泰機能^アームポール及び手の方向によ石図学展開について一人体の平

面展開≪,体表^ その動隻･移動･収編･ 神衷をi里解1 ，複鉦な動さをどこに,どの

A-うに平面展開し図学吼絆図となす，ヽがポイン} X｀あゐと考えtす・

　今回1* ふ々いけ>K i:"大きく動くかのつけ梗（アーA ポー゛）と, 手りす向に焦魚を

あスました。

　方ま　手のっけ根( 旋軸) <n前後の部菰・方向・奮作･v j:ゐ動きの分量い･ﾒ｝-）ゆる

伸泉・収､縮･ 移動量等乞調べi I h. i h , 体叉によ% 乎の方向いその形１考巌し

^ I だ。

　綿禾　ま休痍構r- S.る7 ームホールの晨用■構奴，アーＡホールりn If る9^量^ヌ,

手のシ・ノレエッ-/で4:ゐ晨卵をタ韓瀕･べ分類し，図学表明し3 LA.


